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　農研機構は、農地ごとに、作
物が吸収・利用できる有機質肥
料の窒素成分量を予測するアプ
リ「有機質資材の肥効見える化
アプリ」を公開しています。堆肥
や緑肥など、１３種類の有機質
肥料に対応しています。予測値
を参考に複数回栽培と検証をし
て調整し、最終的な施肥量を決
めるようにします。有機栽培や化
学肥料削減のために活用するこ
とを見込んでいます。
　アプリは、全国の土壌情報を
まとめた同機構のウェブサイト

「日本土壌インベントリー」にあ
り、無料で使えます。地図情報か
ら農地の位置を選び、肥料の種
類、施肥量、施肥日と収穫日を入
力すると、その肥料由来で作物
が利用できる窒素量の予測値が
算出されます。牛ふん、豚ぷん、
鶏ふん堆肥、緑肥作物６種類、
植物性油かす、魚かす、骨粉、米
ぬかに対応。品目は露地野菜を
想定しています。
　有機質肥料は土中で分解さ
れ、作物が吸収できる肥料成分
を徐々に放出します。放出量は

施肥後の日数や地温、水分
量が左右。予測は難しかっ
たですが、アプリは過去の
地温や土壌水分量の推定
値を基に、有機質肥料の窒
素成分の予測量を算出します。
　同機構は「予測量はあくまで
目安」（九州沖縄農業研究セン
ター）と指摘。予測量を基に栽培
し、生育や収量を把握した上で、
施肥量が適正だったか検討しま
す。栽培と検討を何度か繰り返
し、最終的な施肥量を決めること
を促します。

　アプリは、畑など水張りしない
農地が対象で、水田向けは現在
研究開発中です。マルチやトンネ
ルを設置する場合は、地温の上
昇とともに窒素成分の放出量が
増えて肥料切れが起こる可能性
があるため、施肥量を１割ほど増
やすことを勧めます。

（日本農業新聞　2022年12月14日）

有機質資材の肥効を予測
農研機構が無料アプリ

　茶園における害虫の防除時期
の判断材料として、リアルタイムで
害虫の発生状況を把握する方法
が県内産地から求められていま
す。しかし、一般的なフェロモン剤
を用いた粘着トラップによるモニ
タリングは、目視による作業のた
め、捕虫された害虫の識別やカウ
ント調査に多くの労力を要します。
　そこで、粘着トラップ画像か
ら、茶害虫のチャノコカクモンハ
マキの成虫を検出するAI（コン
ピュータに学習させる手法であ
る「ディープラーニング」に基づく

物体検出技術）を開発しました。
　検出精度は目視の約86%で、
実用上問題ない検出性能が得
られました。評価指標である適

チャノコカクモンハマキ成虫が
写っている粘着トラップの画像に
おいて、カウント時間はAIでは平
均4.2秒、目視では平均71.7秒で、
時間が約94％短縮されました。
　今後は様々な撮影条件での
検出性能について、追加実験で
確認を行う予定です。このAIに
よるディープラーニング手法は、
チャノコカクモンハマキ以外の
害虫にも応用できると期待され
ます。

合率（検出されたデータの内の
正しく検出されたデータの割合、
誤検出の少なさを表す）は0.87、
再現率（実際のデータの内で正
しく検出されたデータの割合、検
出漏れの少なさを表す）は0.97、
F値（適合率と再現率の調和平
均）は0.91となりました。
　また、1画像あたり平均324頭の
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AIによるチャノコカクモンハマキ
成虫検出結果
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茶害虫を検出する高精度AIの開発
効率的な害虫防除を目指して
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